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学
習
会
の
講
師
と
し
て
登
壇
し
、
青
年
に
語
り
か
け
る
志
位
委
員
長
（
写
真
右
、
８
日
）

　

後
半
は
、
平
和
を
築
く
「
希

望
」
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

志
位
さ
ん
は
、「
東
ア
ジ
ア
に

平
和
な
秩
序
を
つ
く
る
方
法
は

戦
前
に
な
ら
な
い
し
、

戦
前
に
な
ら
な
い
し
、

さ
せ
な
い

さ
せ
な
い

　

３
月
８
日
夜
、
日
本
民
主
青

年
同
盟
は
「
こ
の
国
を
『
戦
争

国
家
』
に
し
て
い
い
の
か
⁉
　

全
国
青
年
・
学
生
学
習
会

―

日
本
共
産
党
・
志
位
委
員
長
と

学
ぶ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
に

配
信
す
る
形
で
行
わ
れ
、
全
国

の
民
青
同
盟
が
視
聴
会
場
を
設

け
て
参
加
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

３
０
０
０
人
ほ
ど
参
加
し
ま
し

た
。
青
年
か
ら
よ
く
寄
せ
ら
れ

Ｑ１　政府が保有しようとしている敵基地攻撃

能力とは具体的にどのようなものか？

Ｑ２　何のために敵基地攻撃能力を持とうとし

ているのか？

Ｑ３　先制攻撃となると、そのあとは日本も攻

撃されるリスクがあるということか？

Ｑ４　敵基地攻撃能力を持つことが抑止力とな

って日本が守られる？

Ｑ５　日本国憲法がある下で、なぜ敵基地攻撃

能力を持つことができるのか？

Ｑ６　今後どれくらい軍事費を増やすのか。暮

らしの予算が圧迫されそうで心配です。

Ｑ７　東アジアで軍事でなく外交で平和的な秩

序をつくっていく方法は？

Ｑ８　ウクライナは軍事同盟に入らなかったか

ら攻められたという意見もありますが？

Ｑ９　「新しい戦前」ともいわれるが、今の情

勢を全体としてどう見ているか？

Ｑ10　今の情勢の下で私たちにできることは何

か？

Ｑ　中国との関係はやはり心配です。志位さんが率直に

中国をどのように見ているか、教えてください。

Ｑ　こんなに危険なことが起きているのに、どうしてニ

ュースでは問題になっていないのか。また、他の政

党はどのような立場を取っているのか。

質
問
項
目

当
日
質
問

「
二
つ
の
大
ウ
ソ
」暴
く

「
二
つ
の
大
ウ
ソ
」暴
く

← 学 習 会 は

YouTubeで 視

聴できます。

「
危
険
と
希
望
」広
げ
て
戦
争
国
家
づ
く
り
止
め
よ
う
！

「
こ
の
国
を『
戦
争
国
家
』に
し
て
い
い
の
か
」学
習
会

被災地に寄り添う復興を　東日本大震災から12年 （２、３面）

「無償化」に隠された競争　大阪維新の会　私立高校「無償化」 （６、７面）

研究力を低下させる研究者の大量雇い止め （10、11面）
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る
疑
問
（
左
）
な
ど
を
基
に
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
日
本
共
産
党
の

志
位
和
夫
委
員
長
が
一
つ
ず
つ

答
え
ま
し
た
。

　

学
習
会
前
半
で
は
、「
戦
争

国
家
」
づ
く
り
の
危
険
性
に
つ

い
て
話
し
ま
し
た
。「
敵
基
地

攻
撃
能
力
と
は
何
な
の
か
」

「
な
ぜ
保
有
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
」「
保
有
の
結
果
何
が

起
き
る
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。
志
位
さ
ん
は
、

岸
田
文
雄
政
権
が
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
長
射
程
ミ
サ
イ
ル

を
紹
介
。
そ
の
射
程
は
推
定
１

６
０
０
㌔
㍍
～
３
０
０
０
㌔
㍍

と
、
東
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
が

す
っ
ぽ
り
射
程
内
に
入
る
も
の

だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
志
位
さ

ん
は
、「『
専
守
防
衛
』
に
徹
す

る
と
い
う
が
、『
他
国
に
脅
威

を
与
え
る
軍
事
大
国
』
そ
の
も

の
で
は
な
い
か
」
と
厳
し
く
批

判
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

保
有
の
目
的
は
米
国
の
戦
争
に

一
緒
に
参
加
す
る
た
め
だ
と
指

摘
。
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有

し
、
米
国
の
「
統
合
防
空
ミ
サ

イ
ル
防
衛
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
）」
に

組
み
込
ま
れ
た
結
果
、
訪
れ
る

の
は
報
復
攻
撃
に
よ
る
日
本
の

焦
土
化
で
あ
る
と
し
、「『
日
本

を
守
る
』
と
い
う
の
は
大
ウ

ソ
。『
日
本
を
守
る
』
ど
こ
ろ

か
、
日
本
に
戦
争
を
呼
び
込

み
、
国
土
を
焦
土
と
化
す
。
こ

れ
が
正
体
だ
」
と
語
り
、
岸
田

政
権
の
「
二
つ
の
大
ウ
ソ
」

―
「
専
守
防
衛
に
徹
す
る
」

と
い
う
ウ
ソ
と
、「
日
本
を
守

る
た
め
」
と
い
う
ウ
ソ
を
暴
き

ま
し
た
。

？
」
と
の
質
問
に
対
し
、
日
本

共
産
党
の
「
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
紹
介
。「
あ
ら
ゆ
る
紛
争
を

話
し
合
い
で
解
決
す
る
」「
あ

れ
こ
れ
の
国
を
排
除
せ
ず
、
地

域
の
全
て
の
国
を
包
摂
す
る
」

と
い
う
二
つ
の
根
本
的
な
考
え

方
を
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
実
践

に
学
ん
だ
」
と
志
位
さ
ん
。

「
50
年
か
け
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
紛
争
は
あ
っ
て
も
、
絶
対
に

戦
争
は
起
き
な
い
地
域
に
な
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
の
情
勢
を
「
新
し
い
戦

前
」
に
例
え
る
向
き
に
つ
い

て
、
志
位
さ
ん
は
「
確
か
に
大

き
な
危
険
は
あ
る
。
同
時
に
、

戦
前
と
の
大
き
な
違
い
が
あ

る
」
と
、
戦
争
の
惨
禍
を
経
て

憲
法
９
条
が
あ
る
こ
と
、
日
本

共
産
党
や
民
青
同
盟
が
戦
前
と

違
っ
て
、
公
然
と
意
気
軒
高
に

が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
、
草
の

根
の
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
話
し
ま
し
た
。「
戦
前
に

な
ら
な
い
し
、
戦
前
に
は
さ
せ

な
い
。
前
途
に
大
い
に
希
望
を

持
っ
て
進
み
た
い
」
と
の
発
言

に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

最
後
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
、
志
位
さ
ん
は

「
二
つ
の
大
ウ
ソ
」
を
暴
く
と

と
も
に
、
平
和
の
対
案
を
語

り
、
平
和
へ
の
希
望
を
語
る
こ

と
、
と
答
え
ま
し
た
。
評
論
家

の
加
藤
周
一
さ
ん
の
言
葉
を
紹

介
し
、「
戦
争
の
準
備
で
は
な

く
、
平
和
の
準
備
を

―
こ
の

言
葉
を
合
言
葉
に
た
た
か
お

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

学
習
会
の
終
わ
り
に
は
、
民

青
同
盟
の
西
川
龍
平
委
員
長
が

行
動
提
起
を
読
み
上
げ
、
民
青

同
盟
の
組
織
を
あ
げ
て
「
戦
争

国
家
」
づ
く
り
を
な
ん
と
し
て

も
阻
止
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　同盟員の皆さんに行動提起を行い

ます。いま民青同盟は全国各地でた

くさんの青年学生と対話し、その中

で強い共感が寄せられています。同

盟員拡大は前回大会期同日比約1.8

倍の前進となっています。この大き

くなりつつある民青同盟の組織をあ

げて「戦争国家」づくりをなんとし

ても阻止しようではありませんか。

　第一に本日提起したいのは、この

学習会を力に、速やかに、「戦争国

家」づくり阻止のたたかい、全国青

年憲法運動に踏み出そうということ

です。いち早くこの学習会の内容を

全同盟員に徹底し、「戦争国家」づ

くり阻止のたたかいに望む機運を高

めていきましょう。

　第二に、全ての班が各地の若者憲

法集会実行委員会に力を合わせ、各

実行委員会のアピール賛同目標達成

のために力を尽くしましょう。若者

憲法集会実行委員会の呼びかけた３

月18、19日の一斉行動を位置付け、

首都圏は18日の新宿出発のデモに参

加し、それ以外の各地では一斉にデ

モや宣伝対話を行いましょう。

　第三に、草の根の全国青年憲法運

動で世論をつくり、共に行動する青

年を増やし、６月11日の集会本番を

成功させること、このことを、共青

以来反戦平和の旗を掲げてきた民青

同盟の使命と自覚し、まずこの３月

に大きな運動の高揚をつくることを

呼びかけます。これは「戦争国家」

づくり阻止のために必要であるとと

もに、学生新歓や統一地方選挙をた

たかう上でも力になるとりくみで

す。共にがんばりましょう。

行　動　提　起


